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スキ ル ズ ・ラボ ラ ト リー が移 転 し ま した































授業評価委員会委員長 藤 尾 均
,.,f教員(常 勤 ・非 常 勤)に 対 す る 「学 生 に よ る授業 評価 」 も今回 で6年[に 人 りま した、,平成18イr
度 前期 の結果 をこ こに 公夫 いた します。
公表 の 内容 は 、従 来の方針 に従 い、以 下の(1)一 ◎ の5項 口 とな って い ます。 す なわ ち、
(D個 々の教 員を対 象 とす る 「講義 に対 す る学 生評価 」 に関 しては、
(1)評 価 を受 けた 教 員全体の 得点 分 布を示す 表 お よび棒 グラフ 、
(2)評 価 用紙 の 各設 問 の最 高点 ・最 低点 を部 局別 に線 でつ ない だ図。
(i)評 価 を受 け た教 員の うち、得点 が ト位20パ ー セ ン ト以 内に 入 る教 員の氏 名 ・所 属 、評価 を受け
た科 目(原 則 として必 修科 目)と そ の 日時 ・対 象学/1一 履 修者(登 録 者)数 、評価 用紙 の配 布数 ・
回収 数 ・同収率。
(1)評 価 用紙 の問5～ 問17の 各点 を'F均 した値 が高 いL位3名 の教 員の、個 々の設 問 ご との点 数 と
教 員 自身 に よるコ メン トo
(2)複 数の 教 員に よる統 合科 口を 対象 とす る 「企画 に対 す る評価」 に関 して は、
⑰ 設問 ご との点 数 とコー デ ィネー ター に よる コ メン ト。
なお、今同、 専任教 員のなかに、御本人か らの申し出により、いったん選択科 目で評価を受けたあ と
で改めて必修科 目で評価を受け直 した方が1名 あ りました。(Pび)得点分布の中には、その両方の評価結
果が含まれています。
また、(1)の得点分布において最高値(4.7)と して表示 されているのは非常勤講師の魚JI一 由先生の
得点ですが、同講師が評価 を受けた担当科 口は一般教育の選択科 口 「ロシア語講読」であ り、1'.度 の
場 合、同科 目の受講 者は3名 でした。 この結果を、数十名の受講生か らなる必修科 目での評点 と同列に
扱うことには統計学的に無理があ りますので、同講師は、q)の いわゆる 「ベ ス ト3」 の教員には含め ま
せんで した。
本 委員会で は、教 員の 多 くか ら寄 せ られた意 見を参 考に 、 本年6月 か ら、評 価用 紙の 配布 は 木委 員会
委員で はな く授 業担 当教 員白身 が 行 う とい うかた ち に改 め ま した。 委 員が教場 に赴 くと授 業 の流 れが阻
害 され る、 とい う声に配慮 した措 置です(た だ し、評価 用紙 ♂)回収 の は うは、従 来 どお り木 委員会 委員
がrr-.て お ります)。 しか し、 この拙 置 に よ り、評価 用紙 の 回収 率 が若干 ドが って し まい ま した。 来年
度以降 、配布 ・回収 を どの よ うに 行 った ら よい か、N下 、 本 委 員会 で検 討 し直 して います。
来年度か ら、「講義 に対す る学生評価」の結果は教 員の1貞 献度評価」 に利川 されます。 このことは
既に本学理事会において決定 されてい ますが、その利用方法については、 目 ド、頁献度評価検討 委員会
のほうで検討 されていると伺 っています。授 業評価委員会 としまして も、回収率の向一Lをはじめ とLて 、
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4∫前 に履 修 要項 や 教 科 霞を 読 む な ど 」な習 をt.ま し た か。
授 業 に毎 川 川 席 しま した か 。
授 業中 に授 業 内rr.解 す るた め の努 力をLま した か。
授 業 の 復 習 ・宿 題 を毎 回 し ま した か.
各回 ぴ)講義 はkく 準 備 が 右=され て い まLた かり
履 修 要 項 は 授 業 全体 の ポ イン トを理 解 す るLで 適 切 で した か。
教育に対する情熱 ・熱意が感Lら れまLた か。
学生に接する態度は授裳担当者 とLて 適切でしたか。
明瞭 で 聞 き と りや す い 話 し方 で した か,,
教 材(プ リン ト ・スラfド ・板 ≠}なと)は 適 切で した か、,
講 義 にお い て 重 要 ポ イン トを強juて くれ ま した かり
学 牛 の 反 応 を確 か め な が ら講 義 して い ま 〔たか 。
盟富 な 知 識 が あ り、 か つ 説 明 が論 理 的 で 〔.たか 。
授 業 の 難 易 度 は 適 切で した か。
各回 の 講 義 内(rは 量 的 に適 当 でLた か。
今後 の 学 習 意 欲 を増 す 内容 で した か、,
この 授 業は 全 体 と して満 足 て きる もの でLた か 。
強 くそ う思 う(非",
や や 思 う(良 い)
ど ち ら と も βえ な
あ ま りそ う思 わ な
全 くそ う思 わ な い
伽 こ良 い 〕
㌧(H)
～(あ ま り 良 くな い}
良 く な い)
n 徽■ 灘 獺 圏撒 顯■ 撚 ㈱闘 騰 繊 ■継 融■ 撚 燃 臓
馴lu」4.7/




























麻酔 ・蘇生学講座 鈴 木 昭 広
大 変 光栄 です 。 学 生 さん は も とユ、り、 教 授 一iよじめ 教育 好 きな ス ツ ッフ に恵 まれ た麻 酔 科 に い る お かけ で
す。 学 生時 代1,2{料1は 留 年 す れ す れ の進 級 を続 け た私 は3,1年 目の 薬 岬 、 病 理 、 細菌 学 な どの基 礎 医 学
さ を知 り 雲 した 。 かt-5f「 口、 待 らに 待 った 臨 床 講 義 の 第一 講 は 医 学 の 話 て は な(
IIY卜今の学 生へ の 説 教」 で し た。 す っか り出 鼻 を挫 か れ 、 私 は ま た試 験 対策 を読 む だ け の学 生 に落 ちぶ れ ま
Lた 、 そ ん な 自 分が 講 師 側 に 回 って か らは 、i最 低 限 、 熱 意 の あ る学 生 の 期 待 々裏 切 ら な い」 「出席 名の 興 味
を 沸 か せ る 上う な講 義 を う イブ として 楽/一むt,を 心 か け て い ます 。 紀発屋 とい わ れ な い 上 う に精 」佳
生命科学 林 要 喜知
科 目 名:人 間科学1(看 護学科第1学 年前斯 ゴ必修科 日)
日 時:平 成18年7月M日(金)5講 目









1.6 4。94.9 4.8 4・7i 4.8 9.7 4.2 4.4
問 ユ7
4.7
*評 価 に対 するコメン ト
生命科学 林 要喜知
講 義 で 毎回 心 が け て た い こ とは 、学 生 が講 義 内容 に興 味 を持 ち 、 積 極的 に理 解 し よう と集 中 して くれ る こ
とで あ る。 興味 が もて な く理 解 もで きな い話 にfiO分間 も我慢 させ る よ り、 半 分 の 内容 で あ ・って も、学 生 が 自
ら理 解 し 上う と集 中 す る講 義 が 望 ま しい か ら。 とい って も毎 回 こん な調1だ と、 シ ラ バ スの 内容 を消 化 し き
れ ず 、 困 った 事態 を まね く。 そ の た め 、時 には 、 進 度 の 早い 講 義 とな って しま う。 今回 、高 い評 価 を受 け な
が ら も,評 価 項 目の 点 数 に ば らつ きが あ る には 、 こん な 矛盾 が あ った か らだ ろ う。 講 義 の 時 間 配 分 を 考え な
が ら、 整理 の ポ イン トを よ り明 確 に す べ きだ と反 省 して い る。 に もか か わ らず 、熱 心 に講 義 に耳 を傾 け 、 質
問 カー ドに 沢lllの 内容 を 占 いて くれ た学 生 が 多か … た こ とは 、 感 謝 に耐 え な い。
-口 鷺 ■ ■ ■ ド
'■ ■ ■
」レ常 勤 講 師 工 リ ッ ク ・ハ ジ メ ・ジ ェ ー ゴ
科 日 名:医 学 英 語 皿(医 学 科 第3学 年 前 期/必 修 科 目)
日 時:'F成18年fi月15日(木)3講 日






























*評 価 に対す るコメン ト

































梶 野 浩 樹
秀毛 範 至 生 命 化学X⊥ 必 修Lド 成1815月li日(水)1講 目 医288
　
杉 岡 良 彦:汁 会医 学 必 修 平 成18{161Jl5日(木)4講 目 医1
i
I高 畑 治 臓器 別 ・系 別講 義 、皿 必 修1λ 成18年5月15日(月)2講 目 医4
、F川 哲1臓 器 別 ・系 別講 義R必 修'r成18年8月22L」(火)3講 目 医396
L-、.一 ▼
藤 田 智 臓 器 別 ・系 別講 義 、ID必修'iえ成18;1:5月22日OD2講 日 医4
111ナ田 芳 男 臓 器 別 ・系 別講 義W必 修'F成18年5月8日O」)1講 日 医 ・l
r口日巾 美子 基 礎 看護 学H必 修 、F成18年5月170(水)6講i1看2
1
ill・内ま帆 .母1橘 鮮 必1野 成18年6月22[昧)21鯖 日 石3,1
渡=郎 臓 器 別 ・系 別R一 必 修'iえ成18年8月')日(火)5講[医3
TIIII
不:卜目 名 日 時 学{i履修者数配付数回収数1剛孫躍　
一}層1'1
必修 平成18年8月240(木)2講 目 看35959lray100.0剛生看護学
1-.111・1
臓 器 別 ・系 別講 義 、皿 必 修'卜 成18年5月1(i目(火)2講 目1医 剣105i971:144.3
1-1-1・ 一}1
臓 糊 ・綱 議 、・ 齢 械18年5月110困2翻 医1104…57i・3・3157.・1
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問14こ び)a受裳は 全 体 と して満 足 て きる も(ノ)て/た かo
・ 強(そ う思 う(非 常 に 良 い)
tや や 思 う(良 い)
㍗ どち ら と も 口え オにい 〔普 通)
2あ ま りそ う思 わ な い(あ ま り良 くな い)
11全 くそ う思 わ な い(良 くな い)
こ対する学生評価
'鼻前 に履 修 要項 や教 科 書 を読 む な と予 轡'をtまLた か
。
授 業 に 毎 回 出席 し.まLた か 。
授 業中 にa':L'`内容 を理 解 す るた め の 努 力をLまLた か。
授 業の復 習 ・宿 題 を 毎回Lま した か.
科 日全 体 の履 修 目的 は 、 履 修 要項 や カ でプン スて 明確 に 小 され 主した かり
履 修 †題 間 才5↓ここ♪ご教 員1昌」一(、1ノ寸容(ノ)過圧ど乃頁1fl:密夏lt避crド ・才ヒーCL・:長Lプ:カ、「,
各履 修 †題 に割 り 当て られ た 時 間 の バう ン スは適 切 でLた か 。
各担 当教 員は履 修 レ題 に沿 一,て授 裳 を行 い 虫 した か、
斉履 修1'題 の 難 易度 は 適 切 で した か 。
科 目全 体 の 内容 は理 解 しや すい もの でLた か。
科 目 盆体(わ履 修び)【」白勺は最 終 的 に二達 成 、ヤれ ま した か。
科 目全 体 の 内容 は 今後の 学 署 意 欲 を増 す もの で した か、,
試験 や提 出物(レ ポー トな と)(ノ)量 と内 容 は 適 切 でLた か。
総 合評fl而
科 円 名:生 命科学1(医 学科第i年 前期 必修)





























*評 価 に対す るコメン ト
f{・命科 学1コ ・ザ 梓 ・一ター 上 口 勇 次 郎
本科llは/1物'γ:をi『f本 と1た 講 義 で 、 生 命利 学 ⊥1、＼1の1,1礎 とな ・:,導人コ ー ス であ る。 昨fiと1司 様 に 今
で1『も講 義 企画 の 総 合評 価 で比 較 的 良 い評 価(4 .Dを 受 け たの て、 基 本的 な講 義 の 枠 組 み は!,11ど う り と し
た い。 虫た 、咋 年 指 摘 を受 け た点 に つ い て は 今年 度 か な り改 善 て きた 。 す な わ ち、1高 校 生 物 非 履 修 者 に 対
す る配 慮 が足 りな い1と い う点 に つ い て は 、 今年 か ら 「自然 科学 入門 」(理 科 基礎 補 習 コ・・『ス)を 新 設 し、
こ れ を終 え て か ら 木科 目の 講 義 に 入 る よ う に設 定 した。1講 義 の コマ が試 験 直 前 に 集 中 す る1と い う点 に つ
い て は、1チLト リア ル1・ll」 の 改 善 に 上'〉て て きた 時 間 的 ゆ と りを 用 い て本 科 目講 義 コマ の 均 ・な 配
分 をfl-,た 、 また 、「講 義 スラfド の 内 容 をプ リン トして 配 布 して ほ しい1と い う点 に つ い て4、今年 度 か ら
ざ ・そ(実 施 に 移 したり
・方
、/〉年 度 新 た に 「教 不:1書の 内fTが 授 業 内容 とマ ヅ ヂLて いな い 」 との指 摘 を受 け たび)で、 この 点 を/〉
後検 討 す る と と もに、 講 義 内 容 に さ らな る1.疫 ・改 良 を加 え るkう 努 力 した い。
｠ 灘鷹嚇 職 墜 蹴 騰凹 鱗 繍■ 鎌 購 ■獺 鵜繍 繍 雛 ■
科 目 名:生 命科学 皿(医 学科 第1学:年 前期 必修)
履修 者数:89配 布数:89回 収数:89同 収率100.oq6









繋 疏 聞1;囎轡1⊥ 劃
*評 価 に対す るコメン ト
牛 命 科学llコ ーデ 梓 一 ㌘・一 谷 本 光 穂
こU)科 目は 、 物理 学 左 基調 と 【た 統 台科 日て あ る、,・昨 年 度 までは 臨 床 医 学 講 座 の 協 力を得 た 内容 で あ 、
た か 、咋 で1度工一り 史に基 礎 医 学 講 座 の 協 力1,得 て 内 容 の 充実 を図 一,たΩ 今年 度 の 入学 呂の 特 徴 は 、 高 校 て 新
カ リ1,ラ ム の 教 育 つ ま りい わゆ るゆ と り教 育 の 洗 礼 を受 け て きた学 生 集 団 て あ り、 い ろい ろ11=心配 して い
た が評 価 結 果 を 見 るhhり 心 配 は 要 らな か 一、た こ とが わ か っ て ほ っ と1て い る0評 価 の 単純 平 均 は3.{15で あ り
咋 で1同様 であ る。 また 、 科 目構 成 に つい て(問5か ら問8)0)Ali.均 は3.93、 科 目内 容(問9か ら間la)の'1ノ
均 は3.58で あ,た 。 統 合f111が 始 雲 ・た 平 成1凶(総 合生 命 科学 い よ り統 合不こ1目の 企 画 、 構 成 、 内 容 に つ
い て種 々のLUを 行 っ て きたが ほ ぼ 満 足 の い くもの が 出来 上 が っ て い る 」、うに 見え る。 また 、 リ メデ でア ル
物理 学(自 然 科 学 人ドゴ(物 理 学))か 実 施 され て い る こ とも 影響 して い る と思 わ れ る。 この 科Ni/)充 実 の た
め に 長年 にri.,て 協 力[て くだ さ・・た 旅礎 医学 講 座 、臨 床 医 学 講 座 の 先 生 乃、 主た 、 自然 科 学 入門(物 理 学}
を担 当Lて(だ さ 一,た先牛 に それ ・二れ この 場 キ お 借 り1て 感 謝 巾[Lけ た い,,
科[名:生 命科学 田(医 学科第1学 年 前期 必修)









牛 命 科 学uiの 授 業 内'fTは 、 コ ン ピ コ ー7・ 一リ テ ラ シ ー と統 計 学 の 初 歩 を学 ぶ こ と に あ る 。 グ う ス をA紙
B組 の2ケ ラ ス に 分 け 、A組 が コ ン ピ ュ ー タ・・リ テ ラ シ ー を 受 け て い る と き は 、H組 は 統 計 学 の 授 業 を受 け
る と い う よ う に し て 、 担 当 教 官 に は 負 担 増 と な る が 、 週2回 の 授 裳 を 展 開 し た 。 「あ な た 自身 に つ い て 」 と
い う 評 価 の 項 で は 、2.8、4.4、4.2、:D.1と い う評 価 で あ る が 、 出 席 状 況 の 評 価 が 高 い の は 、 コ ン1'_:L一 仏 一
リう ラ シ ー で は 毎 回 レ ポ ー ト を 提 川 し な け れ ば な ら そ貞い こ と 、 統 計 学 の 授 業 で は 、 毎 回 小 テ ス ト右陰行 う と い
う 授 業 形 態 に 、kる も の で あ る と思 わ れ るU「 科 目 構 成1と い う 評f面 の 項 で は 、4.1、1.1、4.2、4.4と い う.1ノ
価 な の で ・応 の 評 価 を 受 け た と 疹 え ら れ る,,「 科 目 内 容1と い う 評 価 の 項 で は 、3.9、:i.7、,'S.8、3.7、3.9と
い う 評llillで、 前 回 評 価 よ り も 向1.し た と,コ え るn「 総 合 評flil目 で は4.0と い う 評 価 な の で ・応 の 評 価 を 受 け た
、[二考 え し『)才i牙二)
欄凹 購 ㎜ ■獺 澱■ 蹴 磁凹 灘 懸凹 隙 ｠
科 目 名:生 命 科 学W(医 学 科 第2学 年 前 期 必 修)
履n数'88酉 己イ1∫数'87[lr叫 又数:79回 叫又率:90.8%




*評 価 に対 するコメン ト
生 命科 学 、1Hコ・デ 梓 一7一 鈴 木 谷辛
複 雑 な 代謝 反 応 とそ の 制 御 お よび 分 予 レベ ノレの異 常 と病 態 発 症 に つ い て 、 重要 な ポ ィン1一を よ り岬 解Lや
す く明 示す る な ど、 生 化 学 の 重 要性 を認 識 し興味 を持 っ で'γ:習で きる ように 継 続 的 に 改 良 して きて い ます 。
授 業評 価 結 果 と記 載 意 見か ら、 そ の 効 果が現 れ て い る と把 握 て きま す。 生 命科学 、toは生 命 科学Kお よび 基礎
医学1と い っ た 漣 の 科 目の 出 発点 と して 、 また 生 命 科学 実 習 、1(生 化 学 実 習)実 施 の た めの 基 杯 ・学 ぶ 科
ロ と して の意 義 を持 た せて あ ります 、,今後 も、 この カ リキ ーLラムの 意 義 を果 た し充 実 した学 習成 果 か さ らに
あ が る よ うに 、授 裳 と試 験 の 実 施 ノ∫法 を⊥ たしな け れ ば な らな い と考 え て い ます 。
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科 目 名:社 会 医 学 基 礎T(医 学 科 第1学fi前 期 必 修)
履 修 者 数:86配 布 数:86回 収 数:Hfilul収 率:100.0%



























*評 価 に対 するコメン ト
社会 医 学 基礎1ユ ーデ でネー7一 藤 尾 均
医学 科 第1学{1を 対象 としt二必 修 科 目で、 内容 は コア カ リの 「A.基 本 噴項(1)医 の 倫理 と牛 命倫/q'1
に完 全に 対応[.て い る。 今年 度 は まず 、 八竹 学 長 と石 川病 院 長 に 医'γ:・医療 や 大学 病 院 に 関 ずる概 論 的 オ1=入
門 講 義 を 各1コ マ お願 いL、 そ の 後 、筆 者(藤 尾)が 残 りの13コ マ を担 当 した。
評 価 点 も学 生 に1こる コ メン トも例 年 とほ ぽ 同 じで、 評 価 は 比 較 的 高 か った とい え よ うが 、 そ れ に満 足 して
は か りもい られ な い と思 い 始 め た。 そ の理 由 は 次の2つ で あ る。
1レ学 牛 に よる 高 し・評 価 は 主 と して 、 要 点 を わ か りや す くま とめ た 笠 者のr作 りプ リ ン ト(そ の た め試 験 対
策 が 容 易)と 比 較 的'卜易な 試験 問 題 に 起 因 して い る よ うで あ り、 学 生 は 筆 者 の講,筏そ の もの に 満足 して い る
わけ で は な い ら1.い か ら。
噛 医 の 倫理 に関 す る諸 問 題(た とえ ば安 楽 タヒや 体 外受 精)で は 、 学 生 自身 が 当 該問 題 をi『体 的 に思 索 す る
こ とに よ って 自 らの 倫 理 観 を醸 成 す る こ とが 人切 であ ろ う が、 時 間 の 関 係 もあ っ て、 教 員の)j的 な 講 義 を
学 生 が 聴 い て その 内容 を覚 え る とい う形 式 に 陣 して い る か ら。
、醤 懸ll端 翻纏llぶ騰 蜥 麟繍1撮 齢(ll弊%;蕩 論,襯 長磁 謡 誓
お詫 び した い。
田繍 ｠ 鎌凹纏 燃■ 輔 ｠ 総■ 繊 鰍 凹灘 ｠
科 目 名:生 命 科 学N(医 学 科 第2学 年 前 期 ・必 修)
























*評 価に対す るコメン ト
生 命 科学Nヨ ー デfネ ー7-・ 柏 柳 誠
教官 の 講 義 に 対 す る評 価 項 目で あ る問5-11の 平均 は 、 一咋 年3.6、 昨年:3.7、 今it:i.9と 徐 々にで は あ る
か 年 を経 る ご とに1.Nし て い る。 総 合評 価 も平均 と同様 に咋 年の3.7か ら3.C)と 改 善 され て い る。 ・つの1要因
とLて は、 学 牛 の 学 轡態 度 に関 す る問1-1の 平 均 が 昨 年 上 り も0.2ほ ど増 加Lて い るの で 、 本科 目に意 欲
的 に取 り組 ん て い る こ とが 考 え られ る。 この 変 化 の 要 因 が、 教 官 が 学 生 の 興 味 を引 く講 義 を展 開 した成 果て
あ る と喜ばLい こ とで あ る。-命 科 学Kと い う生 化学 と生理 学 が融 合 した 新 しい 科 目に 対1て 、 教官 が 徐 々
に 対応[一て きた 現 れ で は な い か とも思 わ れ る。 今後 も、学 生 か らの 前 向 きな 提 言 を取 り 入れ て 、学 牛 の勉 学
意 欲 を 向 上 さ ぜ る講 義 を 展開 す る ため に よ り 一層 の⊥ たが必 要 と思 われ る。
科 目 名=生 命科学X(医 学科 第2学it前 期 必修)
履修 者数189配 布 数:89回 収 数:85回 収 率:y5.5%








*評 価に対 する コメ ン ト
ro;
.」.i⊥脚 囎一凱i憎1升 饗
生研 ・彫xコ ーデ 梓 一7一 立 野 正 敏
牛 命科 学Xは,}㌔ に 免疫 学 を履 修 す る科 日で あ る。 牛 命利 学 の 分野 で も細 胞 反 応 か ら分 壬生 物 学 的 解 析 を
含めて 範 囲 が 広1,専 門 用語 の 鼠 や実 験 系 を基 に した方 法論 な ど,他 の 科 目と比 較 ずる と,そ れ ら理 解 す る
た め に 多 くの 時 間 を必 要 とす る こ とは 否め な い 。学 生 の 評価 で は,や は り講 義 内 容 の 量 や そ の 難解 な 部分 に
つ いて の コ メン トな どは,そ れ を反 映 して い る もの と;,る 、 講 義 中 に積 極 的 に質 問 ずる学 生 は 少 な く,理
NVFIて い るの か 判 断 す る こ と も難 しい。 講 義 内 容 と して は,ま だ 免疫 学 全 体の ・部 しか 含ん て い な い。 さ ら
に 内容 を浅 くLて 理 解[や す い量 に調 整す る こ とは 容 易だ が,免 疫 学 の お も1.う さ,臨 床 医学 に関 わ る 免疫
機 構 を理 解 す るた め の最 低限 の 内容 を カ バ・一す る こ とも必 要 と考 え る。 特 に,他 の 科 口 よ り 自己'`f"i"iA'1問を
多 く と り,基 本的 な 免疫 学 用語 を理 解 す る こ とに重 点 を 置 い て 履 修 す る こ とが望 まれ る。 講 義 内容 では,学
生 にNI!.Vi'(できや す い 部 分 と難 解 な部 分 に つ い ての 時 間 配 分,構 成 に つ い て 円度 検 討 して い きた い。
｠' ｠ 麟 ■ 繍 澱■撚 騰 ■灘 纒門 灘 騰■ 灘
科 目 名:生 命 科 学Xl(医 学 科 第2学 年 前 期 必 修)



















-一一r一 一 一 一一一 一 一`
4.II3.814.0[4.1 -:i-.7際1剛 」脚 囎
問15…問1㌍'7堕 圃
*評 価に対 するコ メン ト
牛 命科 学 ＼1ヨ ー デ 律 ・一γ一 田 中 邦 雄
木科 目は学 生 に と「,ては こ れ ま で な じみ の な い医 用⊥ 学 か ら最 新の 画 像 診 断 法 に かか わ る もの で、 若十 の
担,i教 員 の 人れ替 え が あ っ た か、 講 義 の 進 め 方 は 例 年 通 りで あ る。 学 生 白身 の 評 価 として は 昨年 に比 べ て復
習 に取 り細 む学 ノ1・が る く、 雲た科 目構 成 に関 す る評 点 も1前 後 で あ り 衣科 目企 画 の 狙 い は理 解 され て い る も
の と 彦え られ るり科 目内 容 に つい て は 、例 年通 り内 容 の 岬 解 が:3.:1と最 も低 い 評 価 で は あ る か 、総 合評価 は3.
9と 昨 年(3.4)Lり 向上 した。 意 見記 載 欄 で も講 義 の 趣 旨 を理 解 した 記載 がN立 っ た。 また 、前 期 試験 の 平
均 点 か72点 で あ り、2学 年 前 期 の時 点 と1て は まず ま ずの 講 義 内fTの 理 解1変で は な い か と考 え る、,次年 度 も
引 き続 き 「理 解[一や す い 」講 義 とな る こ とを念 頭 に進 め て い きた い。
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科 日 名:社 会医学基礎 皿(医 学科 第2学 年 前期 必修)
履修者数:88配 布数:88回 収数:831111収 率:94.3%
*評 価結果('ド 均)




*評 価 に対 す る コ メ ン ト
社会医学縦mコ ーデ 梓 一7一 田 中 剛
本 年 度 の 基 本 方釧 は 、 上 き 人間 関 係 が い か に 医療 コ ミュ ∴ ケ・一ンJン の 実 際 に お い て大 切 であ る か を 、
睡受業の 組 み 立 て方 、学 牛 か らの フ デ・一ドバ ッ ク(よ り具 体 的 に は 講uへ び)反応 、 顔 色)、 偏 ら な い新 しい
知 し占レ酋遍 的 な 人間 的 価 値 の 提T、 そ/て 何 よ り も、態 度(私 白身 の 物 腰)1な どに 配 慮L、 きめ 細 か く全
員 と意 思疎 通 を は か る こ と として い まLた.個 ・の 特 性 を も っr二患 者 さん を まず 共 感 的 にxfrす る こ とが 、
後ilそ れ まて蓄 積[た 専 門 知 識 を 生 す 素地 の創 造 に もつな が る、 この 点 を お そ ら く毎 時 間 の話 題 の バ リエ・一
シ 「ンの な か に織 り込 ん て きた と思 い ます。 最 後の 項Hに つ いて は 、 この講 義 が9〔〕人 規模 で す の で 、残 念 な
が らわ ず か な成lf1.でLた 。 た だ 救 い で もあ り、 また 感 心1.た の は学 生 諸 氏 の 熱心 な傾 聴 で した。 感 謝 した い
と思 い'1:す、
索た 、 各1コ マ で 〔た が 、 産 科 婦 人利 学 、法 医 学 の 講 義 に よ って 、 医療 コ ミ ・L二'7・・シ ョン分 野 が現 代 で
は 上 り凝縮 〔て それ らの 専門 領域 に現 れ る こ と実 感 して も らえ た と思 い ま す.
｠ ｠ 灘■ 繍 ｠ 灘凹 繍 ｠ 鱗纈 轍
」
科 目 名'医 療 情 報 学(医 学 科 第3学 年 前 期 必 修)
履"毎 者 数:4(i酉 己右f数:951u叫 又数:93【L[1叫u率:97.9%
*評 価 結 果(・F均)
「拙 尉鴨 鷲⊥型 蓼




*評 価 に 対 す る コ メ ン ト
医 療 情 報学 コー デ 梓 一7一 廣 川 博 之
P、療 情 報学 は 昨 年 と同 様 に 、1)医 療 情 報 に関 す る基 礎 理 論 、2)医 療 情 報管 輝 、3)医 療 経 済 、i)P、
療 情 報 の 社 会医 学 へ の 応 用 の1つ の テー・マ で構 成 され て い る。 これ らは い ず れ も医 療 情 報 学 て 扱 うii¢rな 領
域 で あ る が 、学 生 諸 召か ら理論 的 な 事項 よ り具 体 的 な 事 例 等 に 時 間 を割 い て ほ しい とい っ た指 摘 を いた だ い
た。 臨 床医 学 を学 ぶ 前 に 開 講 され る ため 、 理 解 しか た 而 が あ った か と思 わ れ る。 来 年 度 の 講 義 の 展 開 順 序 、
内 容 等 を決 め る上 での 参 考に した い。
また 、昨 年 と1目j様に 授業 が終 了 して か ら試 験 まで の 期 間 が 長 す ぎる との 意ILか 複 数 あ った 。 今後 の 検 討課
題 とLた い。
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科 目 名:臨 床医学序論(医 学科第3学 年 前期 必修)
履 修者 数yfi配 布数:94同 収 数:821ul収 率'87.2%
L
*評 価 に対す るコメン ト
　問6問7
4.14.0 囎蜘 劃一媚1糊
奥 村 利 勝
・ド成lfiT度 の 医 学 科 に 新 規 開講 した臨 床 医 学 序 論 は 、 昨 年 度 よ り臨 床医 学 臓 器 別 系統 講 義 に 先 虚 レ・、 各臨
床 講 座 の守 備範 開 を 含む 総論 で講 義 を構 築 して きまL.たn臨 床 欧学 全 体 像 を 見1度司曽意 味 で はhllllpの前 に 行 わ
れ る意 義 は 人 きい と考 えて お り ます。 最 も印 象 に残 った 講 義 内 容 に つ い て書 か せた 今イ「度 の 学 生 の レポ ー ト
か らは 、 全 診療 科 にそ れ ぞ れ イン パ ク トを感1.て い た よ うで すが 、 今年 は特 に泌 尿器 科 に対 す る イン パ ツ ト
が 人 きか',た 印 象 を受 け ま した 。 授 業 評 価 に関Lて は 、 全 体的 な満 足 度 が3.81.低 く回収 数82人 の 中 で 、 あ
ま り良 くな い が5名 、 全 く良 くな い が1名 、 自由意 見欄 をみ る と、3名 か ら科 目の 意 義 ・意 味 が な い とす る
意 見が で反 省 させ られ る評 仙 で した。 一方、 大 変 良 い が?3名 、 良 いが27名 で 回収 分 の6割 の 学 生 が この 解 答
であ り、 料 〉以Lの 学 生 には 時 期 内 容 と もに 問題 な か っ た と考 えて ますuこ の時 期 に この 内容`ノ)講義 を 開
講 す る か 否かは 本講 蔑 だ け の 問 題 で は な く、 カ リキ ュラ ム 全休 に関 わ る問 題 で もあ り、学 生 か らの 評 価 も よ
り高学 イ「に な',て か らのrctrOSpectiveオ 頁評 価 も 今後 は 参 考 に な る と思 い ます。
｠ 購凹 撒 鵬闇 囎 撚■ 羅 顯口 轍 囎 ■ 欄 澱 門購
科 目 名:臨 床医学概論1(医 学科第3学 年 前期 必修)
履修 爵数:9fi配 布数:96回 収数:95回 収率:99.0%
*,1・}こf面糸占果(・1元 均)
鯛 穿碧;1讐 膿 」ll
馴 間151墜弊 問'ゾ
閉{、笠 囎磨 謹∵-1驚瞥
*評 価 に対す るコメン ト
臨 床 医 学 概 論11]・ デ 杯 一 クー 藤i尾 均
木科 日3年 目の 本 年 度 は 、 健 康 科学 講 座 ス ク・ソフ(非 常 勤 を 含 む)6コ マ 、 法 医学 講 座 ス ク ジ ノ(塩 野 副
学 長 を 含む)5』1マ 、 一 般 教 育 歴 史 ・哲学 ス7・ ゾ74コ マ で実 施Lた 。 計15コ マ で あ りな が ら総 勢7名 の 、
文字 どお りコ マ 切 れ 科 目で あ る。 法 医 学 ・健 康 科学(公 衆衛 生 学)・ 医 事 法 規 そ の 他 が 人 り乱 れ 、 しか も 、
との 内Uも 看 板 の 「臨 床 医 学 概 論 」 とそ ぐわ な い。 現 行 カ リキ ュラム の 乎盾 を集 約/一た よ うな科 口てあ る。
そ う い う意 味 で学 生 の 皆 さん に 多 大な 迷 惑 を掛 け て い る。
臼由 記 載欄 の 意 見に も、1全 体 を通 して の カ リキ コラ ムの 見直1を 求 め る 口 ば らば らの 授 業 内容 だ」 「内
容 の 共通 点 の な さに テ ス ト勉 強 の や る気 が 失 せ た 口 科 目の 名称 を変 え よ1な ど と月 の 痛 いil/判が あ った。
せ め て もの罪 滅 ぼ[(?)と して 、試 験 は 、CBTや 国 家 試 験 を踏 ま え た無 理 ・無 駄 ・む らの な い 素直 な択 一
問 題5〔〕問 の み とLた 。 矛盾 だ らけ の 科 目の 割 に 評 価 が 高 か 一・た 上う に 見受 け られ るの は 、 ひ とえ に、 この 試
験 の た め で あ ろ う、
他 の 意 見 と して 「法 医 学 の 中 毒分 野 の 講 義 を増 や せ 」1一健 康 科 学 の 授 業の 最 後 の 確 認 問 題 は プ リン トして
配 布 ぜ よ1か 目にflい た。 現 行 カ リキ'Lラ ム 内 で の 微 修1iに 役 ㍍て た い。
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科 目 名:臓 器別 ・系別講義T(医 学科 第3学 年前期 必修)
履修 者数:9fi配 布数:95回 収 数:81回 収率:88.4%





























*評 価 に対す るコメン ト
臓 器 別 ・系 別講 義1・]・ 一デ ド 拠一 クー 菊 池 健 次 郎
循環 器 と呼 吸 器 の 内 科 ・外 科 を網 羅 ずる講 義 で あ るが 、 最初 の 臨 床 系統 講 義 で もあ り、 総 じて,,,r=`は熱 心
て あ 一,たnシ ウ バ ス との 整 合性 の 問 題 を指 摘 す る意 見が 目に 付 く。 救 急 的 病 熊 を扱 う領 域 の 牡 殊 件 も イ∫り、
緊急r術 ・急 患 ・外 来 ・病 棟 ・学 会 ・川張 な ど担'1/各 科 の指 導 者全 て の 予定 を調 整 す る こ とは 現 実 的 に 不 可
能 で あ り、 講 義j'A['が 前 後 して学 生 諸 召 には 巾1訳 な く思 う。 内 科 ・外科 の 分割 、 循環 ・呼 吸 の 分 割 な どの
意 見は常 時 提 案 され るが 、 ・長 ・短の 血が あ る。 最 も懸 念 され る の は 、3学 年 前半 で 全て の 講 義 が 終 わ って
し ま う循環 器 学 ・呼 吸 器学}こ関 す る知 識 が 、5{r牛 の 臨 床実 習 開 始時 に とれ ほ ど保 持 され て い るか とい う点
で あ る。 反 復 的 に 学 習 す る機 会 右'どの よ う に確 保 す るか も 今後 の 検討 課 題 てあ ろ うn指 導 者間 の 授 業 内 容 の
格 差 を指 摘 す る意 見に は 真 摯 に11を 傾 け、 指 導 専 門 家 と して の 各 自の スキ ル ア ップ を求 め た い。 総 して 循撮
nT・II・F.吸器 に 興味 を持 って くれ た学 生 が 多い 事は:IH:に 館Lく 思 うり
｠ 織 圏灘 ｠ 灘■ 総 撒■ 鱗 懸 ■雛 灘 ■綴 ｠
4
科 目 名:臓 器 別 ・系 別 講 義TT(医 学 科 第3学 年 前 期 ・必 修)
履 修 者 数:9h配 布 数:9'3回 収 数:8`3回 収 率:89.2%




















*評 価に対する コメ ン ト
臓 器 別 ・系 別講 却 コー デ ィ'払一7一 葛 西 眞 一
臓 器別 ・系 別講 義 へ'は、 消 化 器 病学 の診 断 と治療 の 総 論 、 各論 につ い て 、 消 化 器 内 科 と外 科 が 中心 とな っ
て、 一部 放射 線 科 お よび 学 外 の 非 常 勤 講 師 が担'【/Lて い る。 約lh月 間 に 集 中 し.て行 わ れ る の で学 生 も効 果
的に授業を理解しやすい様である、,講義内容が内科と外科で重複しない様にそれぞれ注意 しているので許容
範 囲 との 評価 で あ っ た。 テ ス ト問 題 は授 業担'11教 員 にB願 い して い るの で 問 題 数 は 多 くな る が難 易度 は そ れ
程 高 くな く、 最 高点 は9割 、'r均 点 は7割 に達 す る。 そ れで も1割 近 くの 落 第 点 が あ り、 一層 の 奮 起 を期 箭
した い。 総 合評{iliiの1点 は 、 木講 義 が 概 ね 受 け 入れ られ て い る もの と判 断 され よ う。
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科 目 名:社 会医学(医 学科第4学 年 前期 必修)


























*評 価 に対す るコメン ト
社会医学コーデ 律 ・一ク・ 吉 田 貴 彦
統 合科 目1杜 会 医学 」 が 開講 され て2年 目にな る.社 会 医 学 は 、 衛 生 公 衆衛 生 学 領 域 と法 医学 領域 か らな
り、 中 毒学 や 各種 有 害 因子 に よる 死亡 まで 含む 健 康 障 害 な ど臨 床 医学 に近 い領 域 か ら、 医学 ・保 健 統 。1、医
療 行政 ・法 規 な ど暗 記 中心・の領 域 ま で扱 い範 囲 が 広 い た め に 捉 え 所 が無 く思 わ れ るの で は な か ろ うか,,医 師
国家 試 験 の 科IIで あ るが扱 う領域 の 特 性 か ら出題 傾 向 が 相 当変 わ りつ つ あ る。 受 験 は 先 の こ とな の で 、 コ ア
カ リ と国家 試 験 出 題 基 準 に 準拠 して満 遍 な く講 義 編 成 し.てい る.不 足部 分 は卒 業 前の 国 家 試験 対 策 で 補 足 し
て い る。 また 、第3学 年 開講 の 臨床 医学 概 論1・1を 含め て 講 蕊 を 調 整 して お り、次 年 度 に 落 着 くP定 で あ
るが 、 今年 度 は 「社 会 医学1が ク イ トな スケ ジ ・ピ ール とな り、 学 生 さん に とっ て は勉 強 が 大変 で あ ・、た ろ う
と思 い お詫 びLた い。 臨床 医 に進 む と して もr防 医 学 的 な 考え は 今後 ・層必 要 と され るの で 、 興 味 が持 た れ
やす くす る1た を 今後 も心 掛 け た い。
｠ 澱 凹 灘 糊臓 灘
科 目 名:臨 床 放 射 線 学(医 学 科 第4学 年 前 期 必 修)
履 修 ～千数:lOfi酉 己イr数=104L」 耳又数:77同 叫叉率:74.O%
*評 価結果 いド均)












*評 価に対する コメン ト
臨床鵬1線J.コ ・ヂ 伴 一7一 油 野 民 雄
臨 床 放射 線 学 は 、放 射 線 診 断 学 、放 射 線 治 療 学 、 核 医 学 お よびIVRよ り成 り 、Zりて い る、,放射 線 ・放射 能
を利 用 して い る ため 、医療 放 射 線d>'全 防 護 の 観 点 か ら も、 放身1線物 理 学 お よび 放 射線 生物 学 の 知識 が4・・1
欠 であ る。 この 上 う に、 臨 床 各科 と関 係 す る学 際 的 な 領域 の た め、 臨 床 検 査 学 と と もに 、臓 器 別 ・系統 別講
義 とは 切 り離 され た 一 つの 独 立 した 講 渡 とLて 存 在 す る。h、'1/た 学 の 教 育 方 劃 は統 合科 日夕 基 木 ノ∫針 と
して お り、 ま た臨 床 放 射 線 学 で 与 え られ た 時 間 数 は15時 間 に制 限 され て い る。 この15時 間 の 講義 で 放射 線 医
学 の 全 て を 行 うの は困 難 で あ り、 統 合科Nの 中 で い くつ か ケえ られ た時 間 数 を利 用 して 、kう や く放 射 線 医
学 全般 の 講 義 が成 り 、玩って い る こ とを理 解 して い た だ きた い。ppt,1年 前 期 の 牛 命科学 πで放 刎 線 物 理 学 、
放射 線 牛 物学 が 、 統 合科 目Mで 医 用 牛 体T学 の 環 とLて 放 創 線 医 学 に 関 連 した 重 要 な応 用⊥,f.か 行わ れ
て お り、 この 上 う な知 識 のL台 の1一に、 雲た そ の 延 長 線 」二と して 放射 線 ・放 射 能 を用 い た 臨 床 が 成 り 、アー,て
い る,,講 義 終 ∫'後の 試 験 は 、放 射 線 医 学 に関 す る知 識 の 習 得 を 確認 す る最 後 の 機 会の た め 、 放射 線 医 学1'般
に 旦 っ て実 施 して い る、 学 生 諸 君 か らは15時 間 で 実 施 した 内frに 限 ・,て試 験 を実 施Lて 欲 しい との 希 望 が 勢
い た め 当 然の こ とな が ら イこ評 で あ る が、 放 射 線1気学 を担 当す る責fr名 と して 、 この 主 ま放 身j線医学 全般 に旦
る試験 を続 け る積 《,りであ る。
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科h名:臨 床 医 学 概 論 皿(医 学 科 第1学 年 前 期 必 修)
履 修 者数:IO4配 布 数:881・ ・1収数:53同 収 率:EiO.2%
*言・f'イllli糸占果(・ ド均)















*評 価 に 対 す る コ メ ン ト
臨 床 医 学 概 論mユ ーデ 伴 ・一タ・一 奥 村 利 勝
'r成17年 度 の 医 学 科 に 新規 開 講 し.た 本医 学 概 論mは 一f-一一 ノ、医療 の 実 際 を テ ー マ に講 義 を 構 築 して き まL
た。 この 講 義!'1,外て聞 く事の な い コ メデ ヂ カルの 方 た ちか らの お話 が いた だ け る貴 重な 場 と ξえ て い 衷す。
本 年 度kり 、 石護 師 の 業 務 に1川え 、 本 人学 病 院 に勤 務 す るWOC認 定 看 護 帥 、 癌 化学 療 法 認 定 石護L、
NICU認 定 石護 師 と特 別 な 資 格 をお 持 ちの 看 護 師 の わが た か らの 講 義 も加 え ま した 。 よ り学 生 に 興味 深 い 内
容 に な っ た と確f.Lて お ります 。LかLな が ら、 学 生 か らの 評 価 は 全 体 と して3.fiと 低 く、 また これ か らの
学 習 意 欲 を増 す かの 項Hは:3.4と 低 い こ とは 充 分 に反 省 させ られ る評 価 で したU前 臨 床 実 習 段 階 の'γ:生に よ
り学 習 意 欲 を増 加 させ る こ とを重 要 観 点 と1 .て 講 渡 構 成 の 「夫 を 弔ね る こ とが 必 要 と 考2て お り虫す 。
艦 ■懸 鋤圏 撒 簸臓 鋤 灘門 囎 蹴 臓醗
`
科 日 名:臓 器 別 ・系 別 講 義Ml(医 学 科 第4学 年 前 期'必 修)





問3 問4 問5 問6… 問7十









*評 価 に 対 す る コ メ ン ト
臓s別 ・系別講義～πユ ーデ で`r…㌘一 藤 枝 憲 二
臓 器 別 ・系 別講 義Wは 、 産 婦 人科 ・産 科 、 小 児 科、 泌 尿 器科 、 小 児外 科 、 救 急 医学 の 各講 座 が担'"il、1/r
婦 人科 学 、 胎 児 ・新生 児 ・小 児 ・思 春 期 に お け る内 科 的 ・外 科的 疾 、慰 をRq)roductivehealthか らDevelop-
mentalbiologyの 視 点 で理 解 す る こ とを 目的 とLて 設 定 さ才げ=コ ー ス であ る、,木コ ー ス が広 範 囲 で難 し い授
裳内 容 で あ る に も関 わ1臨)ず、 内 容 は よ く、 また わ か りや す か った とす る意1/Lが 多 く、講 義 を担 当/一た もの の
熱 意 と コ・一スの意 図 が ト分 に理 解 され た もの と判 断 され る。 授 業 そ の もの は学 習 す べ き事項 を提 小 す る に と
ど まる もの で あ る こ と、 また 試験 に 合格 す る こ との み を 目的 とした 授 業で は な(将 来 に わ た り有 益 な情 報 を
伝 舜 る こ とを 主眼 とLて い る こ とを理 解 し、kり 一層 の 自学 自習 力～必 要 と され る こ とを再 確 認 して ほ しい0
1
科 「1名:臓 器 別 ・系別講義田1(医 学 科第4学 年前期 必修)
履修 者数ll〔〕5配 布数:105回 収数:76回 収率:72.4%
*、1平価糸占果(平 均)
樗牒 劉鵬 鼎L贋 「贈 蹴 一卿控劃 雛7
畑 問1雪脚 即81
*評 価 に 対 す る コ メ ン ト
臓器別 ・系別講義、1ilコー・ご膚 ネー7一 岩 崎 寛
全 体 的 評 価 は 悪 くな い も の と 考 え て い ま す 、,講eの 内 容 を 前 も っ て 川}fとLて 配 布 し て い た 麻 酔 蘇 生 学 の
評f面 が 高 か っr二 と思 う り
今 後}よ 、 絹c合 干卜llと し冒((ノ)卒黄び)測巨糸各力・'必要 、と∫き玉才)才ヒブニu (
灘澗 難 灘口 燃 撒■ 懸 灘凹 購 謙麓
科 目 名:人 間 科 学 【(看 護 学 科 第1学 年 前 期 必 修)
lr愛仲箋茜・数:60酉 己布 数:60回 環叉数:6011lJ1↓ 又～率:100.OP6














*評 価 に 対 す る コ メ ン ト
人間科f1・r一 デ 梓 一 ンー 林 要 喜 知
人間 科学1の 評 佃1平均 点 数(問51Pは4.{〕fiで あ り、 まだ まだ 改 善 をLて い(余 地 が 認 め られ る。 低 評
価 の 項llを み る と、1学 習 内 容 の 難 易度 か 高 か った[、1そ び)ため 、 必 ず し も理 解 が1や す い 内容 ば か りで は
な か 一,た1。 さ ら に、 「試 験 や提 出物 の 量 と内 容 は 適 切 では な か った(る か っ た)」 等 に 集約 で き1二う、,逆に 、
高 評 価 を得 た と=ろ は 、「シ ラバ ス に そ っ て毎 回 の 講 義 が 計 画 的 に進 め られ た1、1講 義 資 料 は よ く準 備 、＼才1
てい たJ.「 質問 対応 も丁 寧 であ り、学 習 内 容 は 興味 深 く意 欲 を増 す もの で あ った1な どか挙 け られ る。 ・部 、
相 反d晶る 具体的 意 見 もだ され て い る が、 これ は る様 な 学 生 の 要 求 に必 ず し も きめ細 か(答 えて い な い ため と




科 目 名:人 間科学 川(看 護学科第1学 年 前期 必修)
履修 者数:60配 布数:f;0回 収数:60回 収 率:100.0%





























*評 価 に対す るコメン ト
人間 科学niコ ー デif・ 一 一一 谷 本 光 穂
この 講 義 は 物 理学 、 化学 の 領域 か ら構 成 され て い る。 各項 目の 単純 平均 は3.44で あ り、 決 して 良 い評fllliと
は い え な い。 評lllllを下げ て い るの は おそ ら く物 理 学 分 野 だ と思 わ れ る。 物 理 学 は 入試 の 結 果 を 見 る と殆 との
学 牛 が 高校 時 代 に 物理 学 を履 修 して い ない 集 団 で あ る。 そ の た め 、我hは リ メデ ィア ル物 理 教 育 として15コ
マ 、時 間 外 の ボ 『ノンテri(担 当:本 間 龍 也 物 理 学即1教授)を 行 一♪て い る が 、 この 授 業評 価 を 見る限 り決[
て 効 果 が トが って い る とは い え な い。 あ ま り興 味 の な い 科 目の授 業 を受 け て 良 い評 価 がて る と4.t期待 で きな
い。 こt,ら は 、 この講 義 て 少Lて も興 味 を引 か ぜ よ う と`4;JJは して い る か 、 さ'、ぱ り効 果は 表 れ て こな い。
評f山が3以 ドの 問1(2.1)、 問1(2.5)は 予習 、 復 習 を して い な い こ とを 表 して お り、 自己学 習 の態 度 が
身 に つ いて いな い こ とを 示Lて い る。 果た 〔.て必 修 科 目 とLて 扱 う必 要 があ るの か再 度 検 討 す へ き閃 期 に 来
て い る と思 われ る。
翻臓 蹴 灘凹 鰍 ｠ 騰 ■雌 蝋 纈灘 蹴 罎懲 欝■
i
科 目 名:健 康教育論(看 護学科第1学 年 前期 必修)
履 修 者数:70配 布数:67回 収数:66回 収率:98.5%




















15 問16 問171問181-一一セー 「
[1
閉∵ド響r
*評 価 に対す るコメン ト
健康教育論コーデ 梓 一 ㌘一 望 月 吉 勝
この 科 日で は 、 参 加 型授 業 右一意 図1てPeerLectureを 多用 して お り、 今 年度 も説 明 班 に担'[/箇 所 を割 り振
り、'll前学 習 の う☆ 授 業時 に発 表 して も ら う こ と を繰 り返 し行 い 雲 したQ説 明班 には 、 ホ ワ イ1ボ ー ドに 図
解1な が ら 分か り易 く説 明す る よう とい う指 示 だ け と し ま1た が 、 例 え は紙 で 白 作 した/一 ソ・一の モ デ ル を
使 うな どの 創 患、L夫 が 見 られ まLた 。 質 問 者 に つ い て は 、 今年 度 は班 ご との 指 名 とは せ ず、 説 明釧 以 外か ら
・1相ラ ン プム に 数 名選 出 し ま した
Qこ れ は 、 説 明 班 と質 問 班 だ け で な く、 クラ ス 全 員 が教 科 書 を 上 くi読ん た
うえ で 、授 業て 理 解 を深 め る こ とを意 図 して の こ とで した。 だ ん だ ん に要 点 を とら え た 質問 も 出 る よ う にな
り ま したが 、 この 意 図 は ト分 には 浸 透 して いな か,た ようで す。
専門 職 とな る勉 強 は 当 然難 し さを伴 う もの て あ り、 あ る程 度 の1_jlが で きる まで は理 解 が進 まず 、 見通 し
も きか ず、'.,,感 じ るで し レう。 由 登 りや 階 段 を 登 る こ とに た とえ て 、 あ る程 度 の 高 さ 室で 登 らな け れ ば 見
晴 ら し も良 くな らず 、 半い だ ろ うが 、 歩 き続 け な け れ ば(1台 とな る こ とを コ'ソコ ツ勉 強 しな け れ ば1、 見
晴 ら しの い い ところ まて も到 達 で きな い、 だか ら 今で き る こ とを コ ツ コ'ソや ろ う と、繰 り返 して き 虫Lた.
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(または演習企画)」 対する学生評価
賢前 に配 布 され た資 料 を読 む な と予 習 をL雲 した か、
実 習(1寅 習)に 毎 回 出席L虫 した か,,
実 習(債 習)に 積 極 的 か つ 與面 目に 参 加 し ま した か、
実 習(演 習)の 目的 は 履 修 要項 や ガ イブン スで 明確 に 示 さね まLた か1,
実 習(演 習)は お おむ ね ス ケ ジ ュー ルに 沿'・て 行 わ れ ま した か。
学 牛数 に 対 して指 導 担 当者 数 は 適 切 で1.た か。
指導 担 当 ～iは適 切 な指 導 能 力を備 えて い ま した か.
指導 担 当者 間 の連 携 は 適 切 て 〔.たか 。
実 習(演 習)の 内容 は 、関 連 ずる講 義 科 目の 内 容 と対応 が とれ てい ま した か。
事 前 に 配 布 され た 資料 は 、実 習(演 習 〉 な進 め るLて 役 、レ:らまLた か 。
実 習(演 習}に よ って技nl;,を1分 に習 得 す る こ とが で きま1た か。
実 習(演 習)内 容 の難 易度 は適 り」でLた か 。
課 され た 提 出 物(レ ポ ー トな と)の 量 や 内 容 は 適 切で した かQ
実 習(演 習)は 今 後の 学 習 への 意 欲 を増 す 内 容 で/.た か。
実 習(演 習)用 の 設備 ・機 材 ・川 具 な どは 性 能 と昂 の 面 てi'分 て 〔た か。
i>i
.に対 す る 適 切 な指 導 と配 慮 がな され て い ま!た か。
学 生 の 人権 に 対 す る配 慮 か な され て い ま した か り
この 実 習(演 習)は 全 体 とLて 満 足 で きる もの で した か.
(非常 に 良 い)
(良 い)
ど1、ら とも 言え な い(普 通)
あ ま りそ う思 わ な い(あ ま})良 くな い)
令 くそ う思 わ な い(良 くな い)
(
騨 ■qrY 翻凹 嬬 ors■ 囎 継礪
科 目 名:生 命 科 学 実 習1(医 学 科 第1学 年 前 期 必 修)
履 血劣 者数:88西 己イl」数:85L」 耳叉数:851口1耳 又♪率ξ100.OU"0
*評 価結 果 いF均)




*評 価に対す るコメン ト
生 命 稗1・ 実i駒 コ ー ・ "㍑ 一7-・ 上 勇次郎
こ のfll1は 、 医 学 科 の 学 生 が 人学 後 最 初 に 取 り組 む 実 習 て 、 牛 命 科 学 実 習ll-、111へ1L二 続(入 門 コ ・一ス て あ
る 。r-_の 自 己 評 価 で1よ 、 予 習 を し た か と い う 点 で 反 省 か あ る も の の(問1>、 実 習 へ の 取 り剰1み は 真 剣 で
あ り、(間2、3}、 教 員 も,こ の 点 で は 学 牛 を 高 く評 価 して い る り 実 習 訓 画 、 実'r内 容 、 実 習 環 境 なIF教 員 側
L/)IL画(間 卜17)の ,「焦て は 、 昨 イ1と 同 様 に 学 生 の 評 価 か 比 較 的 高 く、 総 合 評 価(間18)で1.1.'い う 評 点
ノi・・た の ぐ、 今 後 も 基 本 的 に は 現f7」)実 習 形 態 を 宗涜け な が ら ・」・さ な 改 善 を 積 み 重 ね て 行 く1'Yで あ る 。 間1:S
l課 さ 才1た レ ホ ・一トの 量 や 内 容 は 適 切 か 」 の,.r'{`!,!.かや や 低 く、 一一部 の 学 生 は レ ポ ー・1-i乍成 に 負 担 々 感 じ て い
る よ う で あ る1,Lか し 負 担 か か か ら な い 上 う で は 学 習 効 果 も1一 か ら な い の で 、 むLろ こ の(ら い の 評 点 で




科 目 名:生 命科学実 習V(医 学科第2学 年前期 必 修)













*評 価 に対す るコメン ト
望割li:!問10聞 脚 皆 警1
牛 命 科 学 実 習 、 コ ー デfネ ー7・ 一 橋 雅 治
受 講 拍 『身 に つい て の 評価 では 、受 講 態 度 に ・)いてrわ評 価 が 高 く、受 講 若は熱 心 に取 り組 ん で いた こ とが
伺 え る。
実 習 の、il画、 内 容 、環 境 に つ い ての 評1曲は 、 す べ て の」fミ目が 「普通1か ら[良 い1のuo(3.6・ ・LD
あ り、 あ る程 度kい 評fllllが褥 られ た と思 う,、
方 、問 且3(レ ポ ー トび)旦)に つ い ては 、 比 較 的 低 い 評 価 とな った。 こ れ は 、心 理 学 実 験 でf1H'.た 科 学 論
気形 式 の レ ポー トの 作 成 が 、学 生 に とっ て 人 きな 負担 とな って い た た め と思 わ れ る。 本実 習 の 目的 の ひ と つ
は 、実 験 計 画 、 デ ー ク整理 、論 文作 成 な どの 研 究 リテ ラ シー を 身 に',け る こ とで あ り、そ の 意 味 で 、 レポ ・
卜提 出 は 欠 かd曽こ とが で きな いQ従 っ て、 今後 は 科学 論 文 の 執 筆 方法{、二つ い ての 教育 を取 り入れ る こ と を1,I
I画Lて い る。
撒 蘭灘 灘■ 灘 繊圏欄 灘 ■蹴 灘 ■灘 灘 臓灘 ｠
科 目 名:生 命 科 学 実 習 ～1(医 学 科 第2学{卜 前 期 必 修)
履 修 ～1数:88配 布 数:881111収 数:79回 収 率:89.8%





























*評 価 に対 するコメン ト
生 研 こ浮 実 習 、1コ・一デ ィ』r-7一 谷 ロ 隆 信
問15(設 備 ・機 材)以 外 の 項 日は1点 以 」二の 訓ノ価 であ り、特 に 問1-3の 平 均 が1.7と 諸 君の積 極 的 な 参
〃llろ'得られ た.二とr,ス γ ・ゾ ノ‐n」 大変婚 し く存 じ 実す 。 生 化学 の 実 習 は酵 素 を 自分 た らで精 製 し、 それ を材
料 に酵 素の 性 質 を究 め る・＼ くア ッセ でを や って い く段 取 りにな っ て い るの てす が、 班 の 中 で う 虫 く・∫一 ム
ワー7を 糸uhで 全体 の 流 れ/'L失 わ な い 」二う に上rに 分 担 して い く必 要 が あ りま す、,チ・一ム ワ … ケは 医 療 の
現 場 で 左変 に 重 要な ポfン トで あ り、予 習 ・打 合せ の 重 要性 に 気 付 き臨 床 に も活 か[て 頂 け るの で はな いか
と期 待 【て い ま す、,機械 類 に つ い ては確 か に 老朽 化 して い ます か 、 点 検 整 備 は お こ な っ て い ま ず し、 分 光 光
度 討 な 、ビは1台 ら0万1IJはす る こ とをy,_:る と、 現 状 は 十 分 に 許 容 範 囲 で あ る と 考え て い ます。 こ れ は臨 床 で
もIIIRこ とて 、-4一へ ての 病 院 にMRIや へ11カ1レCTは 備 わ ・・て い な い と思 い ま す。 ア づ ロ ゲ で もデ ジ7ル で
も、 そ こに あ る機 械 を トrに 使 い 、 で きる範 囲 て患 名 さん の た め に 最 善 を 尽 くす 、皆 さhか 左学 を離 れ た時
に この実 習の こ とを思 い 起 こLて 頂1ぎた い とffじ ま ナ。
1y
科 目 名=生 命科学実習bll(医 学 科第2学 年前期 必修)
履修 者数:88配 布数:82LII収 数:82回 収率:100.0%





















*評 価 に対 するコメン ト
ノL命科学実習～皿ユ 子 でネー ダー 伊 藤 喜 久
'F成18年 度
、生 命科 学 実 習 田 に つ い て も学 生 諸 君 に とっ て 、概 ね満 足 の 得 られ る実 習 が 行 われ た こ とを う
才iLく 思'・冒ぐし・セー(f-u
・部学 生の 意
、し巴につ い て は 該'1/講 座 か らの[lll答が寄 せ られ て い ます り微 生 物'γ:講座 担'"iII(ILIf反 応1.ll.
llllに つ い て 、 「説 明時 間 が 長 す き る」 との 意 見が 複 数 寄 せ られ まLた 。 準備 した 開設 内 容 は 、 実験 遂 行 に
必 要 な技 術的 な もび)と、 そ の 実験 で 観 察 され る 現 象 の医 学 牛物 学 的 意 義 に 関 す る もの でLた 、 とe,ら も 各実
習 の 全体 像 を学 生 諸 召が 把 握 す るた め に は 必 須 の 匹b項で す が 、後 者は 、 関 連講 義 の 展開 時 期 の1澗整 や 、 実 習
書のil叱期配 布 で カ バ・一す る こ とがIlf能 で あ る の で 、 次 イ1度か らそ の 「夫 を試 行Lた い と思 い ます 、,
学 生実'」は 、 清 潔 な 環 境 で粛 然 と遂 行 され るべ き もの で あ る と考 え ますn上 履 き着 川 で遅 刻 せ4=に 川lliけ
る 事が 、最 低 限 の 受 講 条 件 で あ る事 を再 度 申 し添 え ま す。
この 他 、あ らが じめ 実 習ll洋 ∫配 布Lて 欲Lい との 要望 が あ り、Lx、 改 良 をは か る こ とに い たL雲 む,
顯 灘 :ｵ■ 繍 糠■ ㈹ 鎌口 騰 撚■ 購 ㈱口 糊 鞭 臓購 ｠
科 目 名:生 命 科 学 実 習 、1皿(医学 科 第2学 年 前 期 必 修)





















*評 価 に対 するコメ ン ト
問1,3
4.0
生命科学実習、ll1コーデ 梓 一7… 中 村 正 雄
昨{1と 比 べ 、 い くつ か の 問 で 改 善 か み られ た。 全 体 の評 価 とし て、 基 礎 医学 実 習 に 占 め る生 命科 学 実 習 ㌧1旺
の 位 置 を理 解 し、 学 生 諸 君 は 意 欲 的 に これ に取 り組 ん で い る 姿勢 が感 じ られ る。
自 由記 載 で、Partllに つ い て 弔 要性 を感 しな か ら、実 施 時 期が 前期 試験 週 の1自:前で落 ら着 い て取 り組 め な
い、 指 導 す る ス ソッフ の 絶 対麦女が 足 りな い な どの頭 の痛 い指 摘 が あ り、 問(iの 評 価 の 低 ドとな 一・てあ らわ れ
一Cいる
。 カ リキ ーFニノム を構 成 す る科Rの 内 容 と開講 時 期 を全 休で 検 討 す る時 期 に 来て お り、指 摘 さ才げ二点 の
改 善 を提F江 た い。
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科 目 名:基 礎医学実習1T(医 学 科第3学 年 前期 必修)
履修 者数:96配 布数:951・1収 数:92回 収率:9(i.8%
*言平f山i糸占果(・F均)























*評 価 に 対 す る コ メ ン ト
基礎 医 学 実 習 且 コ・一デ でネー7一 柏 柳 誠
人体 ノL理学 実 習(45コ マ 〉か ら基礎 医学 実 習II(90コ マ 〕へ と 人こきな 改 革 が な され て1ス*i、3年 目右づ!!⊇え
た、1年H、2年Hと 高 井 章教授 に よる大 きな 努 力に よ り着 々と形 を整 え 、 第 ・内 科 お よび 看護 科の 協 力 を
得 て 、 上 うや く落e、着 い て 実 習 に取 り込 め る よ う に な ・,てきた 。 総 合評 価 は 、 咋 年 とほ とん ど変 わ らな い4.
(,と 「全 体 と 〔て 満足1と 感 じたr.牛 は 多か 一,た。 た だ し、 自 由S.iVと して レポ ー トが 多い と,,レ ・一ム を 書
いた'r生 数 が19人 、 レ71ミー トの 量 に関 す る間1:iの ポ イン1・が3.5(咋 年)か ら.1.1に ド降Lた りLかLな が ら、
定 期 試 験 ではCBTな ど を意 識 して5択 設 問 が増 えて い る。 論 理 的 に 考察/.、 文 章を,1薯く機 会 が 減 少 して い
る現 状 で は 、授 業 評 価 が 低 くな ろ う とも、 レポ ・一卜作 成 は 左変 貴重 な 教 育機 会 と学 生諸 君 に理 解 を得 られ る
よ う3;/」1.た い。
羅 ■灘 撚● 麟 懸■ 轍 灘■ 照 撒 凹灘 鰍 圏翻
科t1名:基 礎医学実習ui(医 学 科第3学 年 前期 必修)




























*評 価 に 対 す る コ メ ン ト
・樋 医学 実 習lllコ ー デ 律 一亭 一 牛 首 文 隆
基礎 医 学 実 習lilのLl的 は 、動 物 や 標 本 に投 ワLた 薬 物 の 作 用 を 観察 し、 得 られた 結 果 か ら 妥当 な 結 論 を 考
察 す る こ とに 、kり、 薬理 学 に対 す る理 解 を深 め る こ とで あ る。 この た め 、実 習 内容 は 、丸 ご との 動 物 を用 い
た実 験 か ら摘 出 臓 器 を 用 い た実 験 と 争岐 に わた る.今 回 の実 習 に 対 す る評 点 は 、 す べ て の 項 目で 高 い もの て
あ 一・た。Lた が,て 、 多(び)学 生 は本 実 習 に対 して 概 ね 満 足 して い る こ とが伺 えた 。 また 、 実 習 で は 、 了 想
樋 りの結 果 を得 る こ とが で きな い場 合 もあ った 。 この よ うな場 面 で、 ただ 失 敗Lた とい うの で は な く、 何 が
良 くな か った か を 考え る こ とを 是非 心 がけ て 頂 きた い と思 う。 一'1'に限 らず、 多 くの 分 野 で 予 想 と違 った
結 果か ら新1い 知 見を得 る こ とが 多い か ら であ る。 今後 も、 よ り充実 した実 習 を 目指 す ため に、 い ろい ろ な
意 見を遠 慮 な く頂 きた く思 って い る。
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科 目 名:基 礎医学 実習 配(医 学科第3学 年 前期 必修)
履修者数:96配 布 数:93回 収数:90同 収率:96.8%





















*評 価 に対す るコメン ト
基礎医学実習八ユ ーデ ィネー7一 若 宮 伸 隆
咋fr度 」幽同 様 に 、 実 習 開 始 時 刻 の 厳 守 、 実 習 中 の 服 装 や 履 物 に 関 す る 規 律 の 厳 守 な と 、 実 習 内 容 以 外 の こ
と に 関 し て も 様 々な 指 導 を 行 っ た が 、"f諸 君 は 本実 醤 を 好 意 を 持 っ て 評 価Lて くれ た と思 う 、 た だ 〔.、 自
i㌦r'卜fllliJ頁111リ!タトて 、2「 ド1口{こ評,点1(良 く!な ㌧・)カ 、1fail冒♂'つ`ケ)一}スニ。1')1ま ↓頁 【111実 習(ノー)]白勺1よ履"箋 幽乏嬰Jr!
や ガ イ7"ン ス で 明 確 に 示 さ れ まLた か1で あ り 、 も う1つ はrNII51実 習 は お お む ね ス ケ ジ ・L・一ル に 沿 一・て
行 な わ れ ま し た か1で あ 一・たU項05に つ い て は 、 微 生 物 と い う 叶 き 物1を 相 丁 に す る 実 習 で あ り、 確 実
に 時 間 内 に 納 め る こ と 自 体 困 難 で あ る が 、 項111に つ い て は 、 何 ら か の 対 策 が 可 能 で あ り、 次 年 度 の 課 題 に
Lた い 。 実 習 全 休 とLて 良 く評IllliLて 戴 い た こ と を ふ ま え て 、 今 後 共 、 実 習 内 容 、 実 習 ノ∫法 の 質 の 綿 持 、[・改
lllに 努 め た い 、ト思 い 豪 す り
Yr 醗臓 辛 縄 顯wS"i 継灘
科ll名:基 礎医学 実習V(医 学 科第3学 で1前期 必修 〉
履修 名数:96配 布数:96同 収 数:91回 収率:94.8%
*評 価結 宋1いF均)
1呈「階1湖 礁}碧






*評 価 に対す るコメン ト
某聯 学実習い1一ヂ 伴 一亭 立 野 正 敏
。帽山結 果 は 大付くLo以Lて あ り、 良 い 評 価 を受 け た と 形え てい る。 低 か 一,た項IJは 標 木の1・備 て 、 少[ず
♪では あ るか 標 本 を判 しい 物 に 交換 〔て い る か ・時 に 変 え る こ とは 無 理 か あ るの 、卜、現rlて は 得 る こ との て
、な い病 変 もあ の、 そ の 意 味 て も、人事 に 使 用[て い た た きた い。 予 習 に つい て もあ ま り高 くな いII'i'価で あ 一・
た か 、最 初に 実 習 め ス'7ジ ⊥・-lbうりFさ れ て お り、講 義 も終1篤 て い る」)で疾 患 名程 度は 事 前 に理 解1てD
い てい た だ きた い 。CBTか 乍格 実 施 ざれ 、 そ の 対 策 も兼 ね て 組 織 の レ ポ ・一トを出Lて.な た 、 sfiかに ・部 の
学1トか らは 優 房な 解 答 か 得 られ た か 、 でンツ ・卜〔た労 力 に比 ヘ ーc効果か あ,た の か は疑 問 て あ り、 来年 度
は 少 口 ∫式 を 変 そるな り 疹一ピCい きた い。 最 近 て は一一部・'汰学 ξバー ・デャ ノrス=・什 を 用 いた 実 習 か 行 わ れ
・1,」、う に な り、 顕 微 鏡 を 使 わ ずPCて の 実 習 かflili格対効 果 的 に も効 、1いわ れ て お り、 ㌍学 て もそ れ に11・」け た
取 り細 み が必 要 と ξえ て い るV
望
科 〕 名:基 礎看護技術学ll(看 護学科第2学 年前期 必 修)
履修者数:fiO配 布数:60回 収数:60回 収率:100.o%
*評 価結 果(平 均)
問1「 問2問3ト
4.71.948
-一 一 一一一一⊥一一一一 一一一一







*評 価 に対す るコメン ト
基礎看護撫 柵 コ・錺 梓 ・一//.升 田 由 美 子
注射 ・採[nL、ソrシ カ ルア セ ス ズン トとい っ た基 礎n's技 術 を学 ぶ この 科116.E、学 生 の 興味 ・関 心 も高L・。
川13は1.7・1.Jで1ち り、 演 習 に 参 川 ず る態 度 もほ と入 どの 学 生 が熱 心 て あ るり 総 合評f曲4..3と学:生の 満
足 度 も高 いQ問8指 導 担 当者 間 の 連 携 に 関 して 、 教 員に よ り指 導 内容 か 異 な'・て い る とい う指 摘fr'自 由 記 載
にLり 受 け た 。 教 員間 で事 前 に お互 いの 看護技 術 を確 認L、 指 導 内容 の 統 ・を図 っ てい るか 、 この よ うな 指
摘 右臨受 け るの は 、 人、が 人にk貝 て 行 う とい う 石護技 術 の特 色 を反 映[.て い る とも い え る、,Lか[、 指 導 内 容
が違 う と学 牛 が受 け1杖る こ とは よい結 果 は もた ら さな い。 引 き続 き教 員間 の 連aを 深 ムうる,,1先 生 に1二・・て
、,うこ とが違 う.列 と思,た ら遠 慮 オ∫鼠 日 って い た だ 国た い,,
他 に は 「自 己学 習の 必 要{ゾ1を感 じた1「 も り と注 射 の 練 習 を[.た い1と い った 記 載が あ り、 今 後 と も1,!礎
石護 学 実 習 室 の`JLfl{備と、 教 員 とい う資 源 を活111/て 、 さ らな る 看護 技 術び)レヘ ルア 、ソプ を 図 っ冒、〔い た だ きた
い と思 う1,















授 業に 毎 回 出 席 しま した か、,
授 業 中 は 積 極的 か つ 真lrll日に実 技 に取 り組 み ま[た か、
授 業 は お お む ね ス ケ ジ コーワしに 冶'・て 行才)ねて い ま した か、,
履 修 要項 は 適 切 な もの て[た か、,
学 生 数 に 対Lて 指導 教 員数 は適 切 て したか 。









各1"1の事 前 指導 は 、実 技 を 子」う にあ た って 適 切 で した か 、
教 員の 指導 は 、技 術 を 向上 さ 世る う えで 適 切で した か。
実 技 に よ って 基礎 的 な技 術 を習 得 で きま[た か 、,
要求 され た 実技 の 難 易度 は適 切 な もの で した か 。
実 技 用 の 設 備 ・機 材 ・用具 オ}ことは 性 能 と量 の 血 で ト分 で1一た か。
安 全 に 対 す る適 切 な指 導 と配 慮 が な され て い ま1た か1,
学 生 の 人権 に 対 す る配 慮 が な され てい ま1一た か 。1 -一一一 一一一一一一1
この授 業 は 全体 とLて 満 足 で き る もの てLた か 。
一一 」










や や 思 う
とr,ら と も 言え な い(普 通)
あ ま りそ う思 わ な い(あ ま り良1な い)
全 くそ う思 わ な い(良 くな い 〕
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國■■■隔■■■■■■■■■■■■閣■胴一■■齢■脚階脚紳… ・
科 目 名:体 育実技(看 護学科前期選択科 目)
履修者数:17配 布数:15回 収数:15
*評 価結 果(平 均)
1鳴 蟹l
ru71














*評 価 に 対 す る コ メ ン ト
非 常 勤 講 師 杉 山 喜 一
例 年 の 体 育授 業 で は 、30名 前後 の 者が 受 講 して い た が 、 今 年 か ら看 護 学 生 の み の 登 録 で17名 の受 講 生 に と
ど ま った。 看護 学 科 の性 格L、 女子 が14名 に対 して 、'1;了Lの受 講 生 が3名 と、男 女の 比 率 に ア ン バ ラ ン スが
み られ た が 、 全 体 を通 して ア ッ トホ ・一ム な 雰 囲 気 の 中 で スポ ー ツ活動 が 行 われ た.本 年 度 講義 内 容 は、 従来
人気 の あ った(ミ ニ)バ レー や 卓球 、 バ ド ミン トンの 他 に 、 フ リ スビー を用 いた ゲー ム や ホ ッケー に似 たユ
∴ ホ ヅ クな ど、:一_,.一一ス ポー一ツの 導 入 を積 極 的 には か'・た 。 また 体 の コ ソ デ ィシ ョニ ン グ を 目的 に 、適 宜 ス
トレ ヅ ヂーン グや 体 力作 りの 活 動 も取 り入れ た 。 学 生 白身 、 健康 に 対 す る意 識 や 身 体 を 動 か す こ とへ の欲 求 が
高 か った こ と もあ り、 多 くの 受 講 生 が 、 授 業に 対 して 非常 に熱 心 に取 り組 み 、 授 業態 度 や 出席 状 況 に お いて
も特 に 問 題 は み られ な か ・・た 。 今回 の 調 査 結 果 で は 、4.2、4.9の 範 囲 で、 全 ての 項 目て4以 上 の評 価 が 得 ら
れ 、 と りあ えず 講 義 内容 に 対 して 、 あ る程 度 学 生 の 要 求 を 満 た す もの で あ った といえ る。
'F成IR年 度解剖体慰霊式が9月20日(水)
午後1時'3U分 より本学体!1館 において執 りf/
わ れ ま し た 。
慰霊式においては、本学学生等の教育及び
学術研究 用に等い遺体 を捉供 され、医学 発展
の礎 石 とな られた ノ∫々の 精霊 の 御霊 に 対 し
て、ご冥福 をお祈 りす るために黙 とうが捧 げ
られ、リ1き続 き八竹弓ζ:長と学 生代表(医'学 科
第3学 年渡壁綾子)か ら追悼 の辞が述 べ られ
まLた 。
その後、御遺族 と御来賓の ノ∫々並 びに教職
員、学生の代表 か らの献 花が捧 げ られ、亡 く





平成18年 度医学科第2年 次後期編 入学 生の入学式
が10月2口(月)8時30分 よ り第一会議室において
執 り行われ ました。
当Llは 、八竹学長 より編 入学生に対 し祝辞が述べ















































池谷 頼子 ・角谷ひ とみ ・栗原
齋藤健 太郎 ・筒井 登子 ・人谷




































































」II、、 輔 纏 曳 馳
外国人留学生秋季 オ リエ ンテー シ ョン
、r成18年度外国人留学生交流事業の 環 として ,
秋 季オ リエ ンテー シ ョン及 び交流 会 が,9月28日
(木),本 学 に在籍 す る外国 人留学生 と研究 者の7
名と,外 国人教師を含む本学職 員5名 が参加 して/J
われま した。
今1ロ1も昨年に引 き続 き,留 学生の皆 さんに旭 川市
内の 文化施設等 を案 内 し,大 学が位置する旭 川市 を
もっ と理解 して もらう目的のため,動 物 たちの姿を
行動展示 とい うノ∫法 を取 り人れ 全国的に有名にな っ
たr旭 山動物園』 をは じめ,『 中原悌二 郎記念 旭
川 市彫刻美術館」r川 村 力 子 ト ア イヌ記念館』 の
3ヵtTI'を巡 りました。
午 前巾は,r旭 山動物 園』で したが,あ い に くの















昼 食後は,作 品を展示 してい る建物 が,国 の 弔1要
文化則の指定 も受けてい る 『巾原悌二郎 記念 旭 川
南彫刻美術館』 を訪れ,日 本の近 代彫 刻史に偉大 な
足 跡 を残 した 旭 川 ゆ か りの 彫 刻家 中 原悌=郎
(1888～1921)の 作品や同氏に 大きな影響 を5一えた
彫 刻家た らの作品 を,同 館館長か らの説明を聞 きな
が ら鑑賞 して もらい ました。 展示 されてい る作品の
中に,「 考える 人1で 有 名な ロダンが制f/1し た男性
裸体像 もあ り,そ の作品の腹部 の 一部が隆起 してい
る ことか ら,`腫 瘍 か な?'`ヘ ルニア?'な どと,
参加者の中 か ら・仁学 らしい会話 もあ りました。
彫刻美術館での 見学が終 了後,近 接 す る 「川村 力
∫一ト ア イヌ記念館』を訪れ,留 学 生たちは館内に
ある様 々な史料 を 見るこ とによ り,初 めてア イヌ文
化 を知 るこ ととな り有意義な 見学 とな りました。





スキルズ ・ラボ ラ トリーが移転 しま した
ス キ1レ ズ ・ラ ボ ラ トIl一 は 、'F成14年9月 に 人学
病 院1階 に 、 医 学 教 育 の 自学 自 習 の 場 と し て 設 置 さ
れ 、 そ の 後 、 平 成171--21Jに 病 院 外 来 棟 のll∫開 発 工
事 の た め 、 臨 床 研 究 棟 及 び 機 器 セ ン ク ー に ・時 移 転
し ま した が 、 本 年m月lfi日(月)に 、 人学 病 院 共 通
棟q日 仮 設 外)校 診 療 棟)に 再 び 移 転 い た し ま し た 。
ス 汽ニノレズ ・こラオミこラ ト リ ー1こZよ 、1コ ン1'こL7　 タ'
ア シ ス トラ ボ ラ ト リー 」、1基 本 的 臨 床 ス キ ル ズ ・ラ
ボ ラ ト リ ー1、1心 肺 機 能 ・救 命救 急 ス キ ル ズ ・ラ ボ
ラ ト リー 」、1感 覚11111}診断 ス キ ル ズ ・ラ ボ ラ ト リー 」、
1術 前r洗 い 練 習 室1及 び1教 員室 兼 教 材 作 成 室 」
の 各 ラ ボ が あ り 、 各 種 シ ミ ュ レ ー クー 等 が 整 備 さ れ
て い ま す 。
現 在 は 、Lに 臨 床 実 習 及 び 臨 床 実 習 序 論 等 で 使 用
され て い ま す が 、 縫 含 ト レー ニ ン グ キ ッ ト等 も整 備
して い ま す の で 、OSCE(客 観 的 臨 床 能 力試 験)の 白
習等 にも利用で きます。
なお、医学科第4学 年 以 トの学生であれば、 どな
たで も利用す ることがで きますので、利用を 希望す
る場 合には、学 生 芝援課実習教 育係(内 線2207)に




学生の 夏休みの終 わ りが近づ いた8月26日(L)
の午後2時00分 よ り人学病院玄関ホールを会場に 音
楽系4団 体によ ります コンサー ト 「音楽の 夕べ1が
開催 され ました。
各団体の 日頃の練習成 果を発表す る場 として、 ま
た、入院 されて いる ノ∫々への生演奏の提供 と 口々の
人院生活 への癒 しをll的 とした コンサー トとして毎
年 この時 期に開催 されてい ますQ
今年は、ギ ター部の演奏か らスター トし、合唱部、
室 内 合奏団、最 後は、プラスア ンサ ンブ ル とい う順
のプ ログラムでLた 、,


















お 見舞いに来院された方や、近隣の ノ1など多 くの皆様






































8月30口(水)に 学生主催 に よります
毎年恒例の 体育大会が実施 され ました。
当 日はあいに くの 雨模様の 天候で した
が、屋 外では ソフ トボー ル とサ ヅカー、
体育 館 では バ レ・一ボ ー ル とバ ス ケ ・ソト
ボールが実施 され、 各学年の 力を発揮 し






















学生の交通事故 ・違反 の取扱 に関する申合 せ
平成18年10月11日

















学 生 各 位
学長 八竹 直
飲酒運転 防止等 にっ いて
最近,全 国的に飲酒運転 による死亡事故が多発し,社
会問題化しています。
学生諸君は,医 療に携わる者 として,生 命の尊厳をわ
きまえ,飲 酒運転は絶対にしないようにして ください。
また,飲 酒運転をした場合には,訓 告以上(訓 告,停
学,退 学)の 懲戒処分を,さ らに人を死亡又は負傷させ
た場合は,停 学以上の懲戒処分を科 しますので,こ のよ
うなことにならないよう今まで以上に交通安全に心掛け
てください。
なお,本 学では 「学生の交通事故 ・違反の取扱に関す
る申合せ」を定めており,「か ぐらおか(第125号 ・平成
18年9月15日 発行)」 に掲載しましたが,現 在,飲 酒運転
の同乗者に対する処分 も含め,処 分基準の見直しを進め
ています。
また,医 師 ・保健師等の免許申請時においては,罰 金
刑以上の刑に処せられたことの有無を問われます。本学




































第4交 通事故 ・違反を起こした学生は、次の とおり届
山 ・報告書を学生支援課に提出しなければならない。






















※一括(年 額)納 付については、毎年手続きが必要 となりますので注意して下さい。 (会計課出納係)
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【投書箱】学生の声 「ひとことふた葛蛸 囎 粥 覧騨
本学では、学生支援の観点から学生牛活全般につ
いて改善 していくため、学生のニーズを把握するこ







































看 護 学 講 座 教 授 松浦和代
耳鼻咽喉科 ・頭 助教授 野中 聡
頸部外科学講座
眼 科 学 講 座 講 師 籠川浩幸
病院第一・外科 講 師 山崎弘資


























保健師 藤尾 美登 世





編集し放送 しているというその番組を、残 り5分 ぐ
らいは見ることができただろうか。







あ る 日、久 しぶ りに寝床 を離れ、庭の隅 の南天の
白い蕾 を眺めている と、気持ちの いい風が頬 をなで
た。病弱な身 体をいたわるようにそ よぐ風。
こんな風に吹かれたのは、何年ぶ りであ ろうか。
そ してふ と 『風 とは何だ ったかな』 と考える。
風 とは空 気が動 いているのだ、そ う思 った とき、
は っ と気づ く。 一 そ うだ、 空気 とい う もの があ っ
たのだ。生まれて か ら二 十年 もの長 い間、 この空気
に育て られなが ら、 この空気 に養われなが ら、空気
のあ ることに気づ かな かったのであ る。 自分 は気が
つかな くとも、空気 は、片時 も離れず、 自分 を守 り
育てて くれていたの だ。 こう気づいた時、泣 けて泣
けて仕 方がなかった とい う。
「ああ、一人 じゃな かった。孤 独 じゃなかった。」
その瞬 間、彼 は、その心境を歌 に託 した。
「大いなるものにいだかれあることを
けさふ く風のすずしさに知る」
私 が、この歌 に出会 って、二十年の月 日が流れた。
私 は、 いつも自分の周 りにある大 切なものを 見落 と
さず に生 きて これたのだろ うか。
窓 内にも窓外に も、いつ も空気は満ちてい る。
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